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る
情
報
提
供
を
行
な
っ
て

い
き
ま
す
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
は
、使
っ
て
い

る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

バ
ー
コ
ー
ド
読
み
取
り
機

能
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド（
上
）を

読
み
取
れ
ば
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の

友
だ
ち
追
加
画
面
に
推
移

し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
友
だ

ち
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

大
阪
建
設
労
働
組
合
で

は「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ（
ラ
イ
ン
）」

の
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
取

得
し
ま
し
た
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
機
能
を
通
じ
て
み
な
さ

ん
に
行
事
の
ご
案
内
な
ど

組
合
に
か
か
わ
る
あ
ら
ゆ

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
友
だ
ち
登
録

    　
大
建
労
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
開
設

大建労
ＱＲコード

仲
間
増
や
す
秋
の
拡
大
月
間
終
了

　

国
連
環
境
計
画

が
２
０
２
４
年
10

月
に
発
表
し
た
報

告
書「
排
出
ギ
ャ
ッ

プ2024

」に
よ
る
と
、２
０
２

３
年
の
世
界
の
温
室
ガ
ス
排
出

量
は
二
酸
化
炭
素
換
算
で
571
億

ト
ン
。前
年
比
１
・
３
％
増
で
過

去
最
高
を
更
新
し
た
。各
国
の

温
暖
化
対
策
が
現
状
の
ま
ま
続

け
ば
、平
均
気
温
上
昇
は
最
大

３
・
１
℃
に
な
っ
て
し
ま
う
と

い
う
。こ
れ
で
は
、産
業
革
命

前
か
ら
の
平
均
気
温
上
昇
を

１
・
５
℃
に
抑
え
る
パ
リ
協
定

目
標
に
は
程
遠
い
。各
国
の
目

標
が
達
成
し
て
も
２
・
６
～
２
・

８
℃
上
昇
す
る
と
試
算
し
て
い

る
。１
・
５
℃
達
成
に
は2035

年
ま
で
に
温
室
ガ
ス
を
毎
年

７
・
５
％
ず
つ
減
ら
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
▼
各
国
目

標
と
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
大

き
い
が
、１
・
５
℃
の
道
筋
に
乗

る
の
は
技
術
的
に
不
可
能
で
は

な
い
、と
報
告
書
は
指
摘
す
る
。

太
陽
光
発
電
技
術
と
風
力
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
で
２
０
３

０
年
に
総
排
出
削
減
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
の
27
％
、２
０
３
５
年

に
38
％
が
実
現
で
き
る
可
能
性

が
あ
る
と
い
う
▼
日
本
は
２
０

３
０
年
度
ま
で
に
２
０
１
３
年

度
比
で
46
％
削
減
、２
０
５
０

年
に
実
質
ゼ
ロ
排
出
の
目
標
を

掲
げ
て
い
る
。環
境
省
に
よ
る

と
２
０
２
２
年
度
の
温
室
効
果

ガ
ス
実
質
排
出
量
は
前
年
度
比

２
・
３
％
減
、13
年
度
比
で
22
・

９
％
減
と
な
っ
た
。こ
の
ペ
ー

ス
で
進
め
ば
目
標
達
成
は
可
能

と
の
見
方
が
あ
る
が
、石
炭
火

力
発
電
を
廃
止
せ
ず
、再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
幅
拡
大
し

な
い
ま
ま
で
達
成
で
き
る
の
だ

ろ
う
か
。目
標
自
体
も
、よ
り
大

幅
で
迅
速
な
排
出
削
減
に
向
け

て
引
き
上
げ
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　

秋
の
拡
大
月
間
が
十
一
月
五
日
で
終
了
。新
規
加
入
者
は

百
四
十
六
人
、達
成
率
三
〇
・
二
九
％
。組
合
員
宅
訪
問
や
安
心
ガ

イ
ド
配
布
、宣
伝
カ
ー
で
の
巡
回
な
ど
の
取
り
組
み
で
新
加
入
者

を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。拡
大
月
間
は
終
了
し
ま
し
た
が
、

引
き
続
き
身
近
な
新
入
職
者
や
税
金
申
告
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
組

合
未
加
入
者
の
方
を
、ぜ
ひ
支
部
ま
で
紹
介
し
て
下
さ
い
。

大建労税金活動者会議の様子

【
税
金
対
策
部
発
】

　

十
一
月
十
日（
日
）エ
ル
お

お
さ
か
に
て
税
金
活
動
者
会

議
を
開
催
。

　

習
熟
度
別
に
三
ク
ラ
ス
に

分
か
れ
、所
得
と
青
色
申
告

の
説
明
、消
費
税（
基
本
コ
ー

ス
）で
は
、令
和
六
年
度
税
制

改
正
点
に
つ
い
て
の
説
明
を

受
け
、所
得
税
や
土
地
・
住
宅
、

相
続
税
・
贈
与
税
な
ど
の
改

正
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
。

　

工
事
収
入
や
工
事
原
価
、

減
価
償
却
費
の
所
得
計
算
の

仕
方
を
学
び
、青
色
申
告
制

度
に
つ
い
て
学
習
。

　

知
識
を
深
め
た
後
に
完
成

工
事
基
準
と
減
価
償
却
に
つ

い
て
の
実
務
学
習
へ
。

　

完
成
工
事
基
準
で
は
、物

件
の
完
成
引
き
渡
し
日
が
重

要
だ
。引
き
渡
し
が
今
年
な

の
か
翌
年
な
の
か
で
判
断
す

る
。続
い
て
、減
価
償
却
費

の
計
算
で
は
、取
得
価
格
を

し
っ
か
り
と
抑
え
て
い
つ
取

得
し
た
の
か
も
帳
簿
で
控
え

て
お
く
こ
と
が
大
切
だ
。

　

続
い
て
、消
費
税
の
仕
組

み
の
学
習
で
は
、一
般
課
税

と
簡
易
課
税
の
内
容
を
学
び
、

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て

知
識
を
深
め
た
後
に
、確
定

申
告
書（
簡
易
課
税
）作
成
の

実
務
学
習
。

　

書
類
作
成
の
手
順
は
ま
ず

付
表
を
記
入
し
て
か
ら
申
告

書
を
完
成
さ
せ
る
。簡
易
課

税
の
場
合
、み
な
し
仕
入
れ

率
で
控
除
対
象
仕
入
税
額
を

確
定
で
き
る
。

　

ま
た
、簡
易
課
税
の
例
題

が
早
々
に
終
了
し
た
場
合
は

一
般
課
税
に
つ
い
て
の
問
題

も
解
い
て
い
た
強
者
も
い
た
。

各
支
部
で
の
申
告
に
備
え
た

学
習
会
と
な
っ
た
。

　

大
工
の
七
つ
道
具
で
も
あ

る「
鉋
」使
い
方
知
っ
て
い
ま

す
か
？

　

十
一
月
九
日（
金
）午
後
七

時
よ
り
参
加
者
六
人
で
匠
塾

（
説
明
会
）を
大
建
労
本
部
で

開
催
。講
師
は
、住
技
対
策
部

副
部
長
の
御
幣
氏
が
務
め
た
。

　

ま
ず
、鉋
に
つ
い
て
講
師

持
参
の
大
小
様
々
な
鉋
台
や

や
り
鉋
を
見
て
、こ
ん
な
に

も
種
類
が
あ
る
こ
と
に
驚
き

を
隠
せ
な
い
。

　

刃
の
出
し
方
は
、金
づ
ち

で
鉋
刃
の
頭
を
叩
い
て
刃
を

出
し
、鉋
台
を
逆
さ
に
し
て

刃
の
出
具
合
を
見
る
。

　

刃
の
戻
し
方
は
、台
頭
の

左
右
を
交
互
に
叩
い
て
鉋
刃

を
戻
す
。

　

簡
単
な
作
業
の
よ
う
に
も

感
じ
る
が
、気
を
付
け
な
い

と
怪
我
の
元
に
な
る
の
で
注

意
が
必
要
だ
。

　

鉋
削
り
の
原
理
は
鉋
刃
が

木
材
の
表
面
を
薄
く
削
り

取
っ
て
い
く
が
、木
材
に
は

木
理
が
あ
る
の
で
方
向
を
見

定
め
て
逆
ら
わ
な
い
よ
う
に

削
る
こ
と
が
大
切
。

　

中
で
も
興
味
深
い
の
は
、

削
れ
ば
削
る
程
切
れ
味
が
良

く
な
る
こ
と
。御
幣
講
師
よ

り「
現
代
人
は
す
ぐ
切
れ
る

鉋
を
求
め
る
が
、中
々
な
い
。

最
初
は
、大
し
て
切
れ
な
い

と
感
じ
た
が
使
え
ば
使
う
程

良
く
な
っ
た
」と
も
。

　

そ
の
後
は
、鉋
の
手
入
れ

や
保
存
方
法
、鉋
刃
の
音
の

聞
き
比
べ
、参
加
者
持
参
の

鉋
の
披
露
や
知
識
共
有
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
面
白

か
っ
た
。知
ら
な
い
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
る
。早
く
削
り

た
い
」「
仕
事
場
で
教
え
て

く
れ
な
い
の
で
良
か
っ
た
。

音
の
調
整
に
つ
い
て
、直
接

教
え
て
も
ら
え
る
か
ら
あ
り

が
た
い
」と
の
感
想
も
。

　

次
回
の
匠
塾（
十
二
月
七

日
予
定
）で
は
、実
際
に
鉋
を

使
っ
て
削
る
体
験
を
実
施
す

る
。

　

住
技
対
策
部
の
新
し
い
取

り
組
み
に
こ
れ
か
ら
も
期
待

す
る
。

四
十
六
人
の
新
加
入
者
を
迎

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

各
支
部
の
活
動
家
の
み
な
さ

ん
が
組
合
員
宅
訪
問
や
コ
ー

ナ
ン
Ｐ
Ｒ
Ｏ
で
の
チ
ラ
シ
配

布
、宣
伝
カ
ー
を
活
用
し
た

Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
様
々
な
取
り

組
み
に
よ
る
成
果
と
い
え
ま

す
。拡
大
月
間
は
終
了
し
ま

し
た
が
、引
き
続
き
身
近
な

新
入
職
者
や
税
金
申
告
な
ど

で
悩
ん
で
い
る
組
合
未
加
入

者
の
方
を
、ぜ
ひ
支
部
ま
で

紹
介
し
て
下
さ
い
。

見
事
目
標
達
成
、全
体
で
百

【
組
織
部
発
】　

西
成
支
部
が

秋
の
拡
大
月
間

西
成
支
部
が

　
　
　
　

目
標
達
成

【
税
金
対
策
部
発
】

日
時　

12
月
23
日（
月
）

午
後
１
時
半
～

場
所　

大
建
労
本
部

（
大
阪
市
浪
速
区
敷
津

西
二
ー
七
ー
十
七
）

申
込
・
お
問
合
せ
は
本

部
税
金
対
策
部
ま
で

（
電
話
番
号

〇
六
ー
六
六
三
二
ー

二
八
七
五
）

年
末
調
整
記
入
会

12
月
23
日
㈪

税
金
活
動
者
会
議
開
催

鉋
かんな

ってどう使うん？
匠塾（説明会）

２
０
２
４
年
秋
の
拡
大
月
間
成
果
表

　
　

取
組
み
期
間
２
０
２
４
年
９
月
１
日
～
２
０
２
４
年
11
月
５
日

支部 ４％目標 合計 達成率

西成 8 ✿ 8 100.00％

東住吉平野 21 6 28.57％

住吉 12 1 8.33％

都島 8 2 25.00％

生野 9 2 22.22％

福島 5 1 20.00％

城東鶴見 16 4 25.00％

東成 4 0 0.00％

港 8 4 50.00％

東淀川 13 4 30.77％

西淀川 5 2 40.00％

守口 19 2 10.53％

堺 139 45 32.37％

池田 5 2 40.00％

貝塚 11 4 36.36％

岸和田 30 4 13.33％

松原 10 2 20.00％

泉佐野 13 8 61.54％

吹田 14 9 64.29％

羽曳野 6 1 16.67％

豊中 13 6 46.15％

門真 31 6 19.35％

寝屋川 38 8 21.05％

大東 23 8 34.78％

茨木 12 3 25.00％

富田林 9 4 44.44％

合計 482 146 30.29％

熱弁する大向講師

音の聴き比べ
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守口支部・藤井陸虎さん

【
吹
田
支
部
　
冬
頭
君
惠
】

【
住
技
対
策
部
発
】

　

十
月
十
二
日（
土
）午
前
九

時
三
十
分
よ
り
、南
大
阪
高

等
職
業
技
術
専
門
校
に
て

十
一
名（
内
組
合
員
一
名
）の

参
加
で
開
催
。

　

最
初
に
書
記
よ
り「
脱
炭

素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

昨
年
の
六
月
に
建
築
物
省
エ

ネ
法
が
改
正
さ
れ
、住
宅
を

含
め
た
全
て
の
建
築
物
が

二
〇
二
五
年
度
に
省
エ
ネ
基

準
へ
の
適
合
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
。省
エ
ネ
基
準
の

適
合
義
務
化
へ
の
備
え
と
し

て
、大
工
技
能
者
に
床
・
壁
・

天
井
の
部
位
ご
と
の
断
熱
方

法
・
気
密
確
保
等
に
つ
い
て

講
師
の
指
導
の
も
と
、正
し

い
施
工
を
習
得
、断
熱
施
工

に
か
か
わ
る
疑
問
や
不
安
を

解
消
す
る
目
的
で
す
」と
の

説
明
が
。

　

続
い
て
、断
熱
施
工
に
つ

い
て
の
解
説
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視

聴
。補
足
説
明
を
奥
野
住
技

対
策
部
長
及
び
作
本
財
政
副

部
長
が
行
い
、終
了
後
に
講

師
指
導
の
も
と
、実
技
研
修

を
開
始
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は「
断
熱
施

工
法
を
再
確
認
出
来
た
」「
具

体
的
な
施
工
上
の
寸
法
な
ど

を
習
得
で
き
、不
安
や
疑
問

点
が
な
く
な
っ
た
」と
の
感

想
も
。

　

大
阪
市
の
横
山
英
幸
市
長

は
十
一
月
十
二
日
、市
内
全

域
の
公
道
や
公
有
地
で
路
上

喫
煙
を
禁
止
す
る
改
正
条

例
を
、来
年
一
月
二
十
七
日

か
ら
施
行
す
る
と
表
明
し

た
。市
の
要
件
を
満
た
し
た

指
定
喫
煙
所
を
少
な
く
と
も

百
四
十
か
所
は
確
保
で
き
る

見
通
し
と
な
っ
た
こ
と
も
明

ら
か
に
し
た
。

　

市
は
二
〇
〇
七
年
に
市
路

上
喫
煙
防
止
条
例
を
施
行
。

禁
止
地
区
で
の
喫
煙
は
一
千

円
の
過
料
と
し
て
い
る
。

　

当
初
、禁
止
地
区
は
御
堂

筋
と
市
役
所
周
辺
だ
け
だ
っ

た
が
、二
〇
一
五
年
に
京
橋

駅
周
辺
も
追
加
。二
〇
一
八

年
に
大
阪
・
関
西
万
博
の
開

催
が
決
ま
っ
た
後
は
、阪
急

大
阪
梅
田
駅
や
Ｊ
Ｒ
天
王
寺

駅
周
辺
も
禁
止
地
区
に
加

わ
っ
た
。

　

そ
の
後
、二
〇
二
五
年
春

に
開
幕
す
る
万
博
で
国
内
外

か
ら
来
場
者
が
多
く
訪
れ
る

こ
と
を
見
越
し
、禁
止
地
区

を
市
内
全
域
に
拡
大
す
る
方

針
を
決
定
。今
年
三
月
に
条

例
が
改
正
さ
れ
、市
長
が
施

行
日
を
決
め
る
と
し
て
い

た
。

　

施
行
日
に
向
け
て
、市
は

新
設
で
百
二
十
か
所
、改
修

分
も
含
め
て
計
百
四
十
か
所

の
指
定
喫
煙
所
を
整
備
す
る

方
針
を
掲
げ
て
い
た
。民
間

事
業
者
に
よ
る
整
備
を
促
す

た
め
、昨
年
度
に
は
補
助
制

度
も
創
設
し
た
。

　

横
山
市
長
は
十
二
日
、委

員
会
で「
新
設
お
よ
び
改
修
、

無
償
で
の
一
般
開
放
も
含
め

る
と
お
お
む
ね
二
百
か
所
の

喫
煙
所
を
確
保
で
き
る
見
通

し
と
な
っ
た
」と
説
明
し
た
。

　

十
月
二
十
日（
日
）秋
晴
れ

ル
さ
れ
、忍
者
が
人
気
で
、か

ら
く
り
屋
敷
は
長
い
列
が
出

来
て
い
ま
し
た
。

　

大
人
は
昔
の
映
画
を
思
い

出
し
な
が
ら
俳
優
さ
ん
た
ち

と
写
真
を
撮
っ
た
り
、京
都

百
鬼
夜
行
の
パ
レ
ー
ド
が

あ
っ
た
り
で
、あ
っ
と
い
う

間
の
三
時
間
で
し
た
。

　

バ
ス
で
の
移
動
中
、拡
大

グ
ッ
ズ
を
組
合
員
さ
ん
に
渡

し
て
、現
場
や
仕
事
仲
間
に

配
っ
て
く
だ
さ
い
と
拡
大
期

間
中
で
の
協
力
を
お
願
い
し

ま
し
た
。

　

帰
り
は
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン

の
工
場
を
見
学
し
て
、甘
い

も
の
を
食
べ
て
、ほ
っ
こ
り

し
て
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
組
合
員
さ
ん

達
の
交
流
が
活
発
に
な
り
、

吹
田
支
部
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
増

や
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

の
中
、支
部
日

帰
り
バ
ス
旅
行

が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

四
十
人
の
参

加
で
嵐
山
で
の

食
後
の
後
、映

画
村
へ
向
か
い

ま
し
た
。

　

嵐
山
は
紅
葉

に
は
ま
だ
ま
だ

で
し
た
が
、人

が
多
く
、歩
道

を
歩
く
の
も
大

変
で
し
た
。

　

映
画
村
は
最

近
リ
ニ
ュ
ー
ア

【
泉
佐
野
支

部
　
本
田
雄

一
郎
】

　

十
一
月
三

日（
日
）岬
町

の
大
阪
府
立

青
少
年
海
洋

セ
ン
タ
ー
に

て
二
十
名
で

健
康
教
室
＆

Ｂ
Ｂ
Ｑ
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

教
室
が
狭
く
、座
っ
て
の

運
動
を
香
川
先
生
の
指
導
で

行
い
、ぎ
こ
ち
な
い
動
き
で

笑
い
の
絶
え
な
い
一
時
間
で

し
た
。

　

そ
の
後
、海
を
見
な
が
ら

の
Ｂ
Ｂ
Ｑ
で
用
意
し
た
肉
や

海
鮮
を
お
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ

て
、終
了
し
ま
し
た
。

　

組
合
員
が
多
数
参
加
し
て

交
流
で
き
る
会
を
こ
れ
か
ら

も
開
催
し
て
い
き
た
い
で

す
。

【
住
吉
支
部
　
中
野
照
司
】

　

大
建
労
教
宣
部
の
師
と
仰

い
で
い
た
都
島
支
部
の
納
富

豊
さ
ん
の
お
名
前
が
第
一
〇

〇
九
回
執
行
委
員
会
報
告
の

共
済
死
亡
給
付
欄
に
載
っ
て

い
ま
し
た
。

　

教
宣
部
会
で
階
段
を
上
が

る
時
、三
階
で
休
憩
し
て
い

て
そ
の
時
に
雑
談
。大
工
さ

ん
で
、建
設
労
働
に
仕
事
の

事
を
真
剣
に
投
稿
さ
れ
る
姿

を
毎
回
見
て
、い
つ
も
感
心

し
て
い
ま
し
た
。

　

私
も
大
建
労
の
建
設
労
働

に
携
わ
っ
て
五
十
年
。多
く

の
先
輩
方
が
お
亡
く
な
り
に

な
り
ま
し
た
。で
も
、建
設
労

働
は
教
宣
部
に
残
り
ま
す
。

納
富
さ
ん
、本
当
に
ご
苦
労

様
で
し
た
。

青年部お絵かきコンテスト　参加賞

守口支部・藤井悠仁さん港支部・近藤志さん

貝塚支部・高島心音さん貝塚支部・高島陽葵さん貝塚支部・高島栞愛さん港支部・木戸碧人さん

不
安
・
疑
問
な
く
な
っ
た

　
　
　
　

断
熱
施
工
実
技
研
修
会
開
催

 

京
都
嵐
山
・
太
秦
映
画
村

　

       

日
帰
り
バ
ス
旅
行

 

健
康
教
室
＆

         

Ｂ
Ｂ
Ｑ
大
会
開
催

１月 27日より全域禁煙
大阪市の路上　条例施行

納
富
豊
さ
ん

ご
苦
労
様

氵住吉支部・蓮井 泰さん

健康維持に必要なコトとは


